
(57)【要約】

【課題】医療用治療電極を備えた改善された医療器具を

提供すること。

【解決手段】第１の医療器具は、医療用カテーテル、回

転部材、注射針、およびその回転部材によって支持され

た少なくとも１つの医療用治療電極を含む。医療用カテ

ーテルは先端部を有する。回転部材は、医療用カテーテ

ルに対して回転可能にその医療用カテーテルに結合され

ている。注射針は、医療用カテーテルの先端部から延出

でき、かつその先端部内に引き込むことができるように

移動可能である。第２の内視鏡付属物が、医療用カテー

テル、回転部材、およびその回転部材によって支持され

た少なくとも１つの電極を含む。この医療用カテーテル

は、先端部、および注射針を受容するように構成された

内腔を有する。この回転部材は、医療用カテーテルに対

して回転可能にその医療カテーテルに結合されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 医 療 器 具 に お い て 、
　 （ ａ ） 先 端 部 を 有 す る 医 療 用 カ テ ー テ ル と 、
　 （ ｂ ） 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 に 近 接 し て そ の 医 療 用 カ テ ー テ ル に 結 合 さ れ
、 第 １ の 回 転 位 置 と 第 ２ の 回 転 位 置 と の 間 で 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル に 対 し て 回 転 可 能 な 回
転 部 材 と 、
　 （ ｃ ） 前 記 回 転 部 材 の 前 記 第 １ の 回 転 位 置 お よ び 前 記 第 ２ の 回 転 位 置 の 少 な く と も １ つ
の 回 転 位 置 に お い て 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 か ら 延 出 で き 、 か つ 前 記 先 端 部
内 に 引 き 込 む こ と が で き る よ う に 移 動 可 能 な 注 射 針 と 、
　 （ ｄ ） 前 記 回 転 部 材 よ っ て 支 持 さ れ た 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 器 具 と 、
　 を 含 む 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 前 記 第 １ の 回 転 位 置 で 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 に 実 質 的
に 直 線 状 で あ り 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 の 先 端 側 に 延 在 す る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 先 端 部 を 備 え て お り 、 前 記 注 射 針 が 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端
部 か ら 延 出 で き 、 前 記 回 転 部 材 が 前 記 第 １ の 回 転 位 置 に あ る 場 合 は 前 記 回 転 部 材 の 前 記 先
端 部 か ら 延 出 で き る よ う に 移 動 可 能 で あ る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 前 記 第 ２ の 回 転 位 置 で 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 に 実 質 的
に 直 線 状 で あ り 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 の 基 端 側 に 延 在 す る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 先 端 部 を 備 え て お り 、 前 記 注 射 針 が 、 前 記 回 転 部 材 が 前 記 第 ２ の 回 転 位
置 に あ る 場 合 は 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 か ら 延 出 で き る よ う に 移 動 可 能 で あ る
、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 前 記 第 １ の 回 転 位 置 と 前 記 第 ２ の 回 転 位 置 と の 間 の 実 質 的 に 中 間 の 第
３ の 回 転 位 置 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 が 、 互 い に 離 間 し た 第 １ の 医 療 用 治 療 電 極 お よ び
第 ２ の 医 療 用 治 療 電 極 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 先 端 部 を 備 え 、 前 記 回 転 部 材 の 前 記 先 端 部 を 正 面 か ら 見 た 場 合 に 内 半
径 を 有 す る 円 弧 形 状 を 有 し て お り 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 、 前 記 内 半 径 に 実 質 的 に 等 し
い 外 半 径 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 実 質 的 に 透 明 で あ る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 医 療 器 具 に お い て 、
　 （ ａ ） 先 端 部 お よ び 内 腔 を 有 す る 医 療 用 カ テ ー テ ル で あ っ て 、 前 記 内 腔 が 、 前 記 医 療 用
カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 か ら 延 出 で き 、 か つ 前 記 先 端 部 内 に 引 き 込 む こ と が で き る よ う に
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前 記 内 腔 内 を 移 動 可 能 な 注 射 針 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 カ テ ー テ ル と 、
　 （ ｂ ） 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 先 端 部 に 近 接 し て そ の 医 療 用 カ テ ー テ ル に 結 合 さ れ 、 第
１ の 回 転 位 置 と 第 ２ の 回 転 位 置 と の 間 で 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル に 対 し て 回 転 可 能 な 回 転 部
材 と 、
　 （ ｃ ） 前 記 回 転 部 材 よ っ て 支 持 さ れ た 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 と 、
　 を 含 む 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 前 記 第 １ の 回 転 位 置 で 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 に 実 質 的
に 直 線 状 で あ り 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 の 先 端 側 に 延 在 す る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 先 端 部 を 備 え て お り 、 前 記 注 射 針 が 、 注 射 針 装 置 の 一 部 で あ り 、 前 記 医
療 器 具 が 、 前 記 内 腔 に 連 通 し た 注 射 針 ポ ー ト を 有 す る ハ ン ド ル も 備 え て お り 、 前 記 注 射 針
が 、 前 記 注 射 針 ポ ー ト 内 に 手 動 で 挿 入 可 能 で あ り 、 か つ 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端
部 か ら 延 出 で き 、 前 記 回 転 部 材 が 前 記 第 １ の 回 転 位 置 に あ る 場 合 は 前 記 回 転 部 材 の 前 記 先
端 部 か ら 延 出 で き る よ う に 前 記 内 腔 内 を 手 動 で 移 動 可 能 で あ る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 前 記 第 ２ の 回 転 位 置 で 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 に 実 質 的
に 直 線 状 で あ り 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 の 基 端 側 に 延 在 す る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 先 端 部 を 備 え て お り 、 前 記 注 射 針 が 、 注 射 針 装 置 の 一 部 で あ り 、 前 記 医
療 器 具 が 、 前 記 内 腔 に 連 通 し た 注 射 針 ポ ー ト を 有 す る ハ ン ド ル も 備 え て お り 、 前 記 注 射 針
が 、 前 記 注 射 針 ポ ー ト 内 に 手 動 で 挿 入 可 能 で あ り 、 か つ 前 記 回 転 部 材 が 前 記 第 ２ の 回 転 位
置 に あ る 場 合 は 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 か ら 延 出 で き る よ う に 前 記 内 腔 内 を 手
動 で 移 動 可 能 で あ る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 前 記 第 １ の 回 転 位 置 と 前 記 第 ２ の 回 転 位 置 の 間 の 実 質 的 に 中 間 の 第 ３
の 回 転 位 置 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 が 、 互 い に 離 間 し た 第 １ の 医 療 用 治 療 電 極 お よ び
第 ２ の 医 療 用 治 療 電 極 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 先 端 部 を 備 え 、 前 記 回 転 部 材 の 前 記 先 端 部 を 正 面 か ら 見 た 場 合 に 内 半
径 を 有 す る 円 弧 形 状 を 有 し て お り 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 、 前 記 内 半 径 に 実 質 的 に 等 し
い 外 半 径 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 実 質 的 に 透 明 で あ る 、 医 療 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
　 本 発 明 は 、 医 療 シ ス テ ム に 関 し 、 詳 細 に は 、 医 療 用 治 療 電 極 を 備 え た 医 療 器 具 に 関 す る
。

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-212433 A 2006.8.17



【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 従 来 の 医 療 器 具 は 、 可 撓 性 内 視 鏡 の 動 作 通 路 開 口 内 に 挿 入 可 能 な 先 端 部 を 備 え た カ テ ー
テ ル を 含 む 。 カ テ ー テ ル の 先 端 部 は 、 患 者 の 食 道 組 織 の 出 血 を 止 め る た め の 止 血 要 素 と し
て 機 能 す る ２ つ の 医 療 用 治 療 電 極 を 有 す る 。 注 射 針 を 設 け て 、 必 要 に 応 じ て 、 出 血 を 抑 制
す る た め に カ テ ー テ ル の 先 端 部 の 内 腔 か ら 注 射 針 を 延 出 さ せ て 血 管 収 縮 薬 を 送 達 し 、 次 い
で 医 療 用 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ） 発 生 器 を 用 い て 電 極 を 作 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 現 在 も 、 科 学 者 や 技 術 者 が 、 医 療 用 治 療 電 極 を 備 え た 改 善 さ れ た 医 療 器 具 を 要 望 し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 本 発 明 の 医 療 器 具 の 第 １ の 実 施 形 態 は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル 、 回 転 部 材 、 注 射 針 、 少 な く
と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 を 含 む 。 医 療 用 カ テ ー テ ル は 先 端 部 を 有 す る 。 回 転 部 材 は 、 医
療 用 カ テ ー テ ル の 先 端 部 に 近 接 し て そ の 医 療 用 カ テ ー テ ル に 結 合 さ れ 、 第 １ の 回 転 位 置 と
第 ２ の 回 転 位 置 と の 間 で そ の 医 療 用 カ テ ー テ ル に 対 し て 回 転 可 能 で あ る 。 注 射 針 は 、 回 転
部 材 の 第 １ の 回 転 位 置 及 び 第 ２ の 回 転 位 置 の 少 な く と も １ つ の 回 転 位 置 で 、 医 療 用 カ テ ー
テ ル の 先 端 部 か ら 延 出 で き 、 か つ そ の 先 端 部 内 に 引 き 込 む こ と が で き る よ う に 移 動 可 能 で
あ る 。 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 が 回 転 部 材 に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 医 療 器 具 の 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル 、 回 転 部 材 、 お よ び 少 な く と
も １ つ の 電 極 を 含 む 。 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、 先 端 部 お よ び 内 腔 を 有 す る 。 こ の 内 腔 は 、 医
療 用 カ テ ー テ ル の 先 端 部 か ら 延 出 で き 、 か つ そ の 先 端 部 内 に 引 き 込 む こ と が で き る よ う に
、 内 腔 内 に 移 動 可 能 な 注 射 針 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 回 転 部 材 は 、 医 療 用 カ テ
ー テ ル の 先 端 部 に 近 接 し て そ の 医 療 用 カ テ ー テ ル に 結 合 さ れ て お り 、 第 １ の 回 転 位 置 と 第
２ の 回 転 位 置 と の 間 で そ の 医 療 用 カ テ ー テ ル に 対 し て 回 転 可 能 で あ る 。 少 な く と も １ つ の
医 療 用 治 療 電 極 が 、 回 転 部 材 に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の １ ま た は 複 数 の 実 施 形 態 か ら い く つ か の 恩 恵 お よ び 利 点 が 得 ら れ る 。 一 適 用 例
で は 、 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 を 回 転 部 材 が 支 持 す る よ う に し て 、 医 療 用 カ テ ー
テ ル を 、 回 転 部 材 が 医 療 用 カ テ ー テ ル の 先 端 部 か ら 直 線 状 に 延 在 す る ま た は 後 方 に 直 線 状
（ 後 屈 ） に 延 在 す る よ う に 回 転 し た 状 態 で 、 患 者 の 食 道 （ ま た は 他 の 体 腔 ） に 対 し て 挿 入
お よ び 引 き 戻 し が で き 、 か つ 止 血 を 改 善 す る た め に 回 転 部 材 を 有 利 な 回 転 位 置 に 回 転 さ せ
て 、 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 と 患 者 の 食 道 （ ま た は 他 の ） 組 織 を よ り 密 着 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
〔 詳 細 な 説 明 〕
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 前 に 、 そ れ ぞ れ の 実 施 形 態 が 、 そ の 適 用
お よ び 使 用 に お い て 、 以 下 の 記 載 お よ び 添 付 の 図 面 に 例 示 さ れ て い る ス テ ッ プ お よ び 構 成
部 品 の 構 成 お よ び 配 置 の 詳 細 に 限 定 さ れ な い こ と に 留 意 さ れ た い 。 本 発 明 の 例 示 的 な 実 施
形 態 は 、 他 の 実 施 形 態 、 変 更 形 態 、 お よ び 改 良 形 態 で 実 施 で き 、 か つ こ の よ う な 形 態 に 含
め る こ と が で き 、 様 々 な 方 法 で 実 施 す な わ ち 具 現 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 特 段 の 記 載
が な い 限 り 、 こ こ で 用 い る 語 お よ び 表 現 は 、 読 者 に 分 か り や す い よ う に 本 発 明 の 例 示 的 な
実 施 形 態 を 説 明 す る た め に 選 択 し た も の で あ り 、 本 発 明 を 限 定 す る た め の も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 以 下 に 示 す １ ま た は 複 数 の 任 意 の 実 施 形 態 お よ び 例 な ど を 、 以 下 に 示 す 他 の １
ま た は 複 数 の 任 意 の 実 施 形 態 お よ び 例 な ど と 組 み 合 わ せ る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た
い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ ‐ 図 ７ に 、 本 発 明 の 医 療 器 具 １ ０ の 第 １ の 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 こ の 医 療 器 具
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１ ０ は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ 、 回 転 部 材 １ ４ 、 注 射 針 １ ６ 、 お よ び 少 な く と も １ つ の 医
療 用 治 療 電 極 １ ８ お よ び ２ ０ を 含 む 。 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ は 先 端 部 ２ ２ を 有 す る 。 回 転
部 材 １ ４ は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ の 先 端 部 ２ ２ に 近 接 し て 結 合 さ れ 、 第 １ の 回 転 位 置 と
第 ２ の 回 転 位 置 と の 間 で 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ に 対 し て 回 転 可 能 で あ る 。 注 射 針 １ ６ は 、
回 転 部 材 １ ４ の 第 １ の 回 転 位 置 及 び 第 ２ の 回 転 位 置 の 少 な く と も １ つ の 位 置 で 、 医 療 用 カ
テ ー テ ル １ ２ の 先 端 部 ２ ２ か ら 延 出 で き 、 か つ そ の 先 端 部 内 に 引 き 込 む こ と が で き る よ う
に 移 動 可 能 で あ る 。 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 １ ８ お よ び ２ ０ が 、 回 転 部 材 に よ っ
て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ ‐ 図 ７ の 実 施 形 態 の １ つ の 可 能 な 態 様 で は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ の 先 端 部 ２ ２ は
、 内 視 鏡 ２ ６ の 動 作 通 路 開 口 ２ ４ 内 に 挿 入 可 能 で あ る 。 別 の 可 能 な 態 様 で は 、 医 療 用 カ テ
ー テ ル １ ２ の 先 端 部 ２ ２ は 、 内 視 鏡 ２ ６ の 可 撓 性 チ ュ ー ブ ３ ２ の 外 側 の 通 路 （ 不 図 示 ） 内
に 挿 入 可 能 で あ る か 、 ま た は 内 視 鏡 ２ ６ の 可 撓 性 チ ュ ー ブ ３ ２ の 先 端 部 分 ３ ６ の 外 側 の リ
ン グ （ 不 図 示 ） に 取 付 け 可 能 で あ る 。 別 の 可 能 な 態 様 で は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ の 先 端
部 ２ ２ は 、 操 舵 可 能 な 医 療 装 置 （ 不 図 示 ） の 通 路 内 に 挿 入 可 能 で あ る 。 他 の 可 能 な 態 様 （
通 路 ま た は リ ン グ の 助 け を 借 り ず に 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ を 使 用 す る こ と を 含 む ） は 、 当
業 者 に 任 せ た い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ‐ 図 ７ の 実 施 形 態 の 一 適 用 例 で は 、 回 転 部 材 １ ４ は 、 第 １ の 回 転 位 置 で は 、 医 療 用
カ テ ー テ ル １ ２ の 先 端 部 ２ ２ に 実 質 的 に 直 線 的 に そ ろ っ て お り 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ の
先 端 部 ２ ２ の 先 端 側 に 延 在 す る （ 図 ２ お よ び 図 ３ を 参 照 ） 。 一 変 更 例 で は 、 回 転 部 材 １ ４
は 先 端 部 ２ ８ を 備 え て お り 、 注 射 針 １ ６ が 、 カ テ ー テ ル １ ２ の 先 端 部 ２ ２ か ら 延 出 で き 、
回 転 部 材 １ ４ が 第 １ の 回 転 位 置 （ 図 ２ お よ び 図 ３ を 参 照 ） に あ る 場 合 は 回 転 部 材 １ ４ の 先
端 部 ２ ８ か ら 延 出 で き る よ う に 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 同 じ ま た は 別 の 適 用 例 で は 、 回 転 部 材 １ ４ は 、 第 ２ の 回 転 位 置 で は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル
１ ２ の 先 端 部 ２ ２ に 実 質 的 に 直 線 的 に そ ろ っ て お り 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ の 先 端 部 ２ ２
の 基 端 側 に 延 在 す る 。 一 変 更 例 で は 、 注 射 針 １ ６ は 、 回 転 部 材 １ ４ が 第 ２ の 回 転 位 置 （ 図
４ を 参 照 ） に あ る 場 合 は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ の 先 端 部 ２ ２ か ら 延 出 で き る よ う に 移 動
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 同 じ ま た は 別 の 適 用 例 で は 、 回 転 部 材 １ ４ は 、 第 １ の 回 転 位 置 と 第 ２ の 回 転 位 置 と の 間
の 実 質 的 に 中 間 で あ る 第 ３ の 回 転 位 置 を 有 す る 。 一 変 更 例 で は 、 回 転 部 材 １ ４ は 、 第 ３ の
回 転 位 置 （ 図 ５ を 参 照 ） で 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ に 対 し て 実 質 的 に 垂 直 で あ る 。 当 業 者 に
は 理 解 で き る で あ ろ う が 、 回 転 部 材 １ ４ は 、 図 ２ お よ び 図 ３ の 回 転 位 置 と 図 ５ の 回 転 位 置
と の 間 の 殆 ど の 回 転 位 置 で 、 注 射 針 １ ６ の 完 全 な 延 出 を 防 げ る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ‐ 図 ７ の 実 施 形 態 の 一 態 様 で は 、 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 １ ８ お よ び ２ ０
は 、 互 い に 離 間 し た 第 １ の 医 療 用 治 療 電 極 １ ８ お よ び 第 ２ の 医 療 用 治 療 電 極 ２ ０ を 含 む （
図 ６ を 参 照 ） 。 一 利 用 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 医 療 用 治 療 電 極 １ ８ お よ び ２ ０ は 、 患
者 の 組 織 に 医 療 用 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ） エ ネ ル ギ ー を 双 極 式 に 照 射 す る た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ ‐ 図 ７ の 実 施 形 態 の 医 療 器 具 １ ０ の １ つ の 可 能 な 態 様 を 用 い た 、 患 者 の 組 織 の 出 血
を 実 質 的 に 止 め る た め の 方 法 は 、 ス テ ッ プ （ ａ ） ‐ （ ｅ ） を 含 む 。 ス テ ッ プ （ ａ ） で は 、
注 射 針 １ ６ が 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ の 先 端 部 ２ ２ 内 に 引 き 込 ま れ 、 回 転 部 材 １ ４ が 第 １ の
回 転 位 置 お よ び 第 ２ の 回 転 位 置 の 一 方 の 回 転 位 置 に 配 置 さ れ た 状 態 で 、 医 療 用 カ テ ー テ ル
１ ２ の 先 端 部 ２ ２ を 内 視 鏡 ２ ６ の 動 作 通 路 開 口 ２ ４ 内 に 挿 入 す る 。 ス テ ッ プ （ ｂ ） で は 、
ス テ ッ プ （ ａ ） の 後 、 注 射 針 １ ６ を 延 出 さ せ 、 そ の 注 射 針 １ ６ か ら 患 者 の 組 織 に 血 管 収 縮
薬 を 送 達 す る 。 ス テ ッ プ （ ｃ ） で は 、 ス テ ッ プ （ ｂ ） の 後 、 注 射 針 １ ６ を 引 き 戻 す 。 ス テ
ッ プ （ ｄ ） で は 、 ス テ ッ プ （ ｃ ） の 後 、 回 転 部 材 １ ４ を 、 第 １ の 回 転 位 置 お よ び 第 ２ の 回
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転 位 置 の 一 方 と は 異 な る 回 転 位 置 ま で 回 転 さ せ る 。 ス テ ッ プ （ ｅ ） で は 、 ス テ ッ プ （ ｄ ）
の 後 、 患 者 の 組 織 の 出 血 を 実 質 的 に 止 め る た め に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 医 療 用 治 療 電 極 １ ８
お よ び ２ ０ を 用 い て 患 者 の 組 織 を 治 療 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 段 落 の 方 法 の 一 例 で は 、 ス テ ッ プ （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） は 、 回 転 部 材 １ ４ が 第 １ お よ
び 第 ２ の 回 転 位 置 の 一 方 の 回 転 位 置 に 配 置 さ れ た 状 態 で 行 わ れ る 。 別 の 例 で は 、 ス テ ッ プ
（ ｂ ） お よ び （ ｃ ） は 、 回 転 部 材 １ ４ が 第 ３ の 回 転 位 置 に 配 置 さ れ た 状 態 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ ‐ 図 ７ の 実 施 形 態 の 一 例 示 例 で は 、 回 転 部 材 １ ４ は 先 端 部 ２ ８ を 備 え 、 図 ７ に 示 さ
れ て い る よ う に 、 そ の 先 端 部 ２ ８ を 正 面 か ら 見 た 場 合 に 内 半 径 を 有 す る 管 状 の 円 弧 形 状 を
有 す る 。 こ の 例 示 例 で は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ は 、 回 転 部 材 １ ４ の 内 半 径 に 実 質 的 に 等
し い 外 半 径 を 有 す る 。 一 変 更 例 で は 、 回 転 部 材 １ ４ は 実 質 的 に 透 明 で あ る 。 一 改 良 例 で は
、 回 転 部 材 １ ４ は 、 極 薄 の 材 料 か ら 形 成 さ れ て い て 多 少 の 可 撓 性 を 有 す る が 、 そ の 円 弧 形
状 か ら 一 定 の 剛 性 を 得 て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ ‐ 図 ７ の 実 施 形 態 の あ る 構 成 で は 、 内 視 鏡 ２ ６ は 可 撓 性 内 視 鏡 で あ る 。 内 視 鏡 ２ ６
は 、 内 視 鏡 ハ ン ド ピ ー ス ３ ０ と 、 そ の 内 視 鏡 ハ ン ド ピ ー ス ３ ０ に 取 り 付 け ら れ 、 動 作 通 路
開 口 ２ ４ に 連 通 し た 基 端 部 ３ ４ を 有 す る 内 視 鏡 可 撓 性 チ ュ ー ブ ３ ２ を 含 む 。 内 視 鏡 可 撓 性
チ ュ ー ブ ３ ２ は 、 患 者 の 体 内 の 通 路 内 に 挿 入 可 能 な 先 端 部 分 ３ ６ を 有 す る 。 一 変 更 例 で は
、 内 視 鏡 ２ ６ は 、 先 端 部 分 ３ ６ で の 吸 引 お よ び 先 端 部 分 ３ ６ か ら の 写 真 撮 影 な ど の た め に
、 使 用 者 が 可 撓 性 内 視 鏡 チ ュ ー ブ ３ ２ の 先 端 部 分 ３ ６ を 操 作 で き る ノ ブ ３ ８ と 、 使 用 者 が
先 端 部 分 ３ ６ に 空 気 ま た は 水 を 送 達 で き る ボ タ ン ４ ０ を 含 む 。 一 改 良 例 で は 、 内 視 鏡 ２ ６
は 、 内 視 鏡 ハ ン ド ピ ー ス ３ ０ か ら モ ニ タ （ 不 図 示 ） ま で 延 び た モ ニ タ ケ ー ブ ル ４ ２ （ 図 １
を 参 照 ） を 含 む 。 動 作 通 路 開 口 ２ ４ は 、 使 用 さ れ て い な い 場 合 、 通 常 は 「 レ ン ズ キ ャ ッ プ
」 （ 不 図 示 ） で カ バ ー さ れ て い る 。 内 視 鏡 の 例 と し て 、 限 定 す る も の で は な い が 、 胃 内 視
鏡 お よ び 大 腸 内 視 鏡 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 同 じ ま た は 別 の 構 成 で は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ お よ び 回 転 部 材 １ ４ は 可 撓 性 で あ っ て
、 そ れ ぞ れ 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ま た は ポ リ エ ス テ ル を 含 む か 、 実 質 的 に こ れ
ら の い ず れ か か ら 成 る か 、 ま た は こ れ ら の い ず れ か か ら 成 る 。 一 変 更 例 で は 、 少 な く と も
１ つ の 医 療 用 治 療 電 極 １ ８ お よ び ２ ０ が 、 回 転 部 材 １ ４ に 結 合 さ れ る 透 明 な ポ リ エ ス テ ル
基 材 （ 不 図 示 ） に 結 合 さ れ 、 リ ー ド 線 （ 不 図 示 ） が 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 １ ８
お よ び ２ ０ に 結 合 さ れ る 。 一 例 で は 、 ケ ー ブ ル ４ ４ に よ り 、 医 療 器 具 １ ０ の ハ ン ド ル ４ ６
の 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 １ ８ お よ び ２ ０ の リ ー ド 線 と 医 療 用 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ
） 発 生 器 ４ ５ が 、 動 作 可 能 に 接 続 さ れ る 。 第 １ の チ ュ ー ブ ４ ８ が 、 ハ ン ド ル ４ ６ に 動 作 可
能 に 接 続 さ れ 、 生 理 食 塩 水 の 供 給 源 （ 不 図 示 ） に 接 続 可 能 で あ り 、 第 ２ の チ ュ ー ブ ５ ０ が
、 ハ ン ド ル ４ ６ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 血 管 収 縮 薬 の 供 給 源 （ 不 図 示 ） に つ な が っ て い る
。 回 転 部 材 １ ４ を 回 転 さ せ 、 注 射 針 １ ６ を 伸 縮 さ せ 、 患 者 の 組 織 を 潅 流 す る た め の 医 療 用
カ テ ー テ ル １ ２ の 通 路 （ 不 図 示 ） に お け る 生 理 食 塩 水 の 流 れ を 制 御 し 、 お よ び 注 射 針 １ ６
を 通 る 血 管 収 縮 薬 の 流 れ の 制 御 を 行 う た め の 医 療 器 具 １ ０ の 制 御 レ バ ー ま た は 引 き ノ ブ 等
が 、 見 や す く す る た め に 省 略 さ れ て い る 。 回 転 部 材 １ ４ を 回 転 さ せ る 機 構 、 お よ び 注 射 針
１ ４ を 伸 縮 で き る 機 構 は 、 内 視 鏡 お よ び 他 の 医 療 器 具 に つ い て の 知 識 を 有 す る 当 業 者 の 一
般 的 な 知 識 の 範 囲 内 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ８ に 示 さ れ て い る 本 発 明 の 医 療 器 具 １ １ ０ の 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 図 １ ‐ 図 ７ の 実 施 形
態 の 医 療 器 具 １ ０ と 基 本 的 に 同 じ で あ る が 、 医 療 器 具 が 注 射 針 を 有 す る の で は な く 、 医 療
器 具 が 注 射 針 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ た 内 腔 を 有 す る も の と し て 示 さ れ て い る 。 こ れ に
よ り 、 一 例 で は 、 注 射 針 を 、 こ の 医 療 器 具 と は 別 の 医 療 装 置 の 一 部 と す る こ と が で き る 。
こ の 医 療 装 置 は 、 こ の 医 療 器 具 と 相 互 作 用 し 、 こ の 医 療 器 具 内 で 操 作 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 よ り 具 体 的 に は 、 図 ８ の 実 施 形 態 の 医 療 器 具 １ １ ０ は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ 、 回 転
部 材 １ １ ４ 、 お よ び 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 １ １ ８ お よ び １ ２ ０ を 含 む 。 医 療 用
カ テ ー テ ル １ １ ２ は 、 先 端 部 １ ２ ２ お よ び 内 腔 １ ５ ２ を 有 す る 。 こ の 内 腔 １ ５ ２ は 、 医 療
用 カ テ ー テ ル １ １ ２ の 先 端 部 １ ２ ２ か ら 延 出 で き 、 か つ そ の 先 端 部 内 に 引 き 込 む こ と が で
き る よ う に 内 腔 １ ５ ２ 内 を 移 動 可 能 な 注 射 針 １ １ ６ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 回
転 部 材 １ １ ４ は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ の 先 端 部 １ ２ ２ に 近 接 し て そ の 医 療 用 カ テ ー テ
ル １ １ ２ に 結 合 さ れ て お り 、 第 １ の 回 転 位 置 と 第 ２ の 回 転 位 置 と の 間 で 医 療 用 カ テ ー テ ル
１ １ ２ に 対 し て 回 転 可 能 で あ る 。 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 １ １ ８ お よ び １ ２ ０ が
、 回 転 部 材 １ １ ４ に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ８ の 実 施 形 態 の １ つ の 可 能 な 態 様 で は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ の 先 端 部 １ ２ ２ は 、
内 視 鏡 （ 不 図 示 ） の 動 作 通 路 開 口 内 に 挿 入 可 能 で あ る 。 別 の 可 能 な 態 様 で は 、 医 療 用 カ テ
ー テ ル １ １ ２ の 先 端 部 １ ２ ２ は 、 内 視 鏡 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 外 側 の 通 路 （ 不 図 示 ） 内 に 挿
入 可 能 で あ る か 、 ま た は 内 視 鏡 の 先 端 部 分 の 外 側 の リ ン グ （ 不 図 示 ） に 取 付 け 可 能 で あ る
。 別 の 可 能 な 態 様 で は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ の 先 端 部 １ ２ ２ は 、 操 舵 可 能 な 医 療 装 置
（ 不 図 示 ） の 通 路 内 に 挿 入 可 能 で あ る 。 他 の 可 能 な 態 様 （ 通 路 ま た は リ ン グ の 助 け を 借 り
ず に 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ を 使 用 す る こ と を 含 む ） は 、 当 業 者 に 任 せ た い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ８ の 実 施 形 態 の 一 適 用 例 で は 、 回 転 部 材 １ １ ４ は 、 第 １ の 回 転 位 置 で は 、 医 療 用 カ テ
ー テ ル １ １ ２ の 先 端 部 １ ２ ２ に 実 質 的 に 直 線 に 揃 っ て お り 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ の 先
端 部 １ ２ ２ の 先 端 側 に 延 在 す る 。 一 変 更 例 で は 、 回 転 部 材 １ １ ４ は 先 端 部 １ ２ ８ を 備 え て
お り 、 注 射 針 １ １ ６ が 、 注 射 針 装 置 １ ５ ４ の 一 部 で あ る 。 こ の 変 更 例 で は 、 医 療 器 具 １ １
０ は 、 内 腔 １ ５ ２ に 連 通 し た 注 射 針 ポ ー ト １ ５ ６ を 有 す る ハ ン ド ル １ ４ ６ も 含 み 、 注 射 針
１ １ ６ が 、 注 射 針 ポ ー ト １ ５ ６ 内 に 手 動 で 挿 入 可 能 で あ り 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ の 先
端 部 １ ２ ２ か ら 延 出 で き 、 ま た 回 転 部 材 １ １ ４ が 第 １ の 回 転 位 置 に あ る 場 合 は 回 転 部 材 １
１ ４ の 先 端 部 １ ２ ８ か ら 延 出 で き る よ う に 、 内 腔 １ ５ ２ 内 を 手 動 で 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 同 じ ま た は 別 の 適 用 例 で は 、 回 転 部 材 １ １ ４ は 、 第 ２ の 回 転 位 置 で は 、 医 療 用 カ テ ー テ
ル １ １ ２ の 先 端 部 １ ２ ２ に 実 質 的 に 直 線 的 に 揃 っ て お り 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ の 先 端
部 １ ２ ２ の 基 端 側 に 延 在 す る 。 一 変 更 例 で は 、 注 射 針 １ １ ６ は 、 注 射 針 装 置 １ ５ ４ の 一 部
で あ る 。 こ の 変 更 例 で は 、 医 療 器 具 １ １ ０ は 、 内 腔 １ ５ ２ に 連 通 し た 注 射 針 ポ ー ト １ ５ ６
を 有 す る ハ ン ド ル １ ４ ６ も 含 み 、 注 射 針 １ １ ６ が 、 注 射 針 ポ ー ト １ ５ ６ 内 に 手 動 で 挿 入 可
能 で あ り 、 回 転 部 材 １ １ ４ が 第 ２ の 回 転 位 置 に あ る 場 合 は 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ の 先 端
部 １ ２ ２ か ら 延 出 で き る よ う に 内 腔 １ ５ ２ 内 を 手 動 で 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 同 じ ま た は 別 の 適 用 例 で は 、 回 転 部 材 １ １ ４ は 、 第 １ の 回 転 位 置 と 第 ２ の 回 転 位 置 と の
間 の 実 質 的 に 中 間 で あ る 第 ３ の 回 転 位 置 を 有 す る 。 一 変 更 例 で は 、 回 転 部 材 １ １ ４ は 、 第
３ の 回 転 位 置 （ 図 ８ を 参 照 ） で 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ に 対 し て 実 質 的 に 垂 直 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ８ の 実 施 形 態 の 一 構 成 で は 、 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 １ １ ８ お よ び １ ２ ０ は
、 互 い に 離 間 し た 第 １ の 医 療 用 治 療 電 極 １ １ ８ お よ び 第 ２ の 医 療 用 治 療 電 極 １ ２ ０ を 含 む
。 一 利 用 形 態 で は 、 第 １ の 医 療 用 治 療 電 極 １ １ ８ お よ び 第 ２ の 医 療 用 治 療 電 極 １ ２ ０ は 、
患 者 の 組 織 に 医 療 用 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ） エ ネ ル ギ ー を 双 極 式 に 照 射 す る た め に 用 い ら れ る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ８ の 実 施 形 態 の 医 療 器 具 １ １ ０ の １ つ の 可 能 な 態 様 を 用 い た 、 患 者 の 組 織 の 出 血 を 実
質 的 に 止 め る た め の 方 法 は 、 ス テ ッ プ （ ａ ） ‐ （ ｅ ） を 含 む 。 ス テ ッ プ （ ａ ） で は 、 医 療
用 カ テ ー テ ル １ １ ２ の 先 端 部 １ ２ ２ を 、 回 転 部 材 １ １ ４ が 第 １ の 回 転 位 置 お よ び 第 ２ の 回
転 位 置 の 一 方 に 回 転 し た 状 態 で 、 内 視 鏡 の 動 作 通 路 開 口 （ 例 え ば 、 内 視 鏡 ２ ６ の 動 作 通 路
開 口 ２ ４ ） 内 に 挿 入 す る 。 ス テ ッ プ （ ｂ ） で は 、 ス テ ッ プ （ ａ ） の 後 、 注 射 針 １ １ ６ を 医
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療 器 具 １ １ ０ の ハ ン ド ル １ ４ ６ の 注 射 針 ポ ー ト １ ５ ６ 内 に 手 動 で 挿 入 し 、 そ の 注 射 針 １ １
６ を 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ の 内 腔 １ ５ ２ 内 を 手 動 で 移 動 さ せ 、 そ の 注 射 針 １ １ ６ を 介 し
て 患 者 の 組 織 に 血 管 収 縮 薬 を 送 達 す る 。 ス テ ッ プ （ ｃ ） で は 、 ス テ ッ プ （ ｂ ） の 後 、 注 射
針 １ １ ６ を 手 動 で 引 き 戻 す 。 ス テ ッ プ （ ｄ ） で は 、 ス テ ッ プ （ ｃ ） の 後 、 回 転 部 材 １ １ ４
を 、 第 １ の 回 転 位 置 お よ び 第 ２ の 回 転 位 置 の 一 方 と は 異 な る 回 転 位 置 に 回 転 さ せ る 。 ス テ
ッ プ （ ｅ ） で は 、 ス テ ッ プ （ ｄ ） の 後 、 患 者 の 組 織 の 出 血 を 実 質 的 に 止 め る た め に 、 少 な
く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 １ １ ８ お よ び １ ２ ０ を 用 い て 患 者 の 組 織 を 治 療 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 段 落 の 方 法 の 一 例 で は 、 ス テ ッ プ （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） は 、 回 転 部 材 １ １ ４ が 第 １ お
よ び 第 ２ の 回 転 位 置 の 一 方 の 回 転 位 置 に 配 置 さ れ た 状 態 で 行 わ れ る 。 別 の 例 で は 、 ス テ ッ
プ （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） は 、 回 転 部 材 １ １ ４ が 第 ３ の 回 転 位 置 に 配 置 さ れ た 状 態 で 行 わ れ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ８ の 実 施 形 態 の 一 例 示 例 で は 、 回 転 部 材 １ １ ４ は 先 端 部 １ ２ ８ を 備 え 、 そ の 先 端 部 １
２ ８ を 正 面 か ら 見 た 場 合 に 内 半 径 を 有 す る 管 状 の 円 弧 形 状 を 有 す る 。 こ の 例 示 例 で は 、 医
療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ は 、 回 転 部 材 １ １ ４ の 内 半 径 に 実 質 的 に 等 し い 外 半 径 を 有 す る 。 一
変 更 例 で は 、 回 転 部 材 １ １ ４ は 実 質 的 に 透 明 で あ る 。 一 改 良 例 で は 、 回 転 部 材 １ １ ４ は 、
極 薄 の 材 料 か ら 形 成 さ れ て い て 多 少 の 可 撓 性 を 有 す る が 、 そ の 円 弧 形 状 か ら 一 定 の 剛 性 を
得 て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 実 施 形 態 の 一 適 用 例 で は 、 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極
は 、 可 撓 性 で あ る た め 、 そ の 電 極 と 患 者 の 組 織 と が よ り 密 着 し 、 こ れ に よ り 患 者 の 組 織 が
焦 げ に く く な り 、 組 織 の 治 療 の 非 視 覚 的 な 監 視 が 改 善 さ れ る 。 一 変 更 例 で は 、 回 転 部 材 が
透 明 で あ り 、 内 視 鏡 の ビ デ オ カ メ ラ （ 不 図 示 ） を 用 い て 、 第 １ の 医 療 用 治 療 電 極 と 第 ２ の
医 療 用 治 療 電 極 と の 間 の 患 者 組 織 の 治 療 を 視 覚 的 に 監 視 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 実 施 形 態 の 例 を 利 用 し た あ る 方 法 で は 、 内 視 鏡 の 可 撓 性 チ ュ
ー ブ を 、 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 に よ っ て 治 療 さ れ る べ き 組 織 の ２ 、 ３ の 細 胞 層
を 有 す る 患 者 の 食 道 内 に 挿 入 す る 。 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 が １ つ の 電 極 か ら な
る 場 合 は 、 こ の １ つ の 電 極 は 、 当 業 者 に 周 知 の 単 極 式 で 動 作 す る こ と に 留 意 さ れ た い 。 少
な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 が ２ つ 以 上 の 電 極 か ら な る 場 合 は 、 こ の 電 極 が 、 当 業 者 に
周 知 の 単 極 式 ま た は 双 極 式 で 動 作 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の １ ま た は 複 数 の 実 施 形 態 か ら い く つ か の 恩 恵 お よ び 利 点 が 得 ら れ る 。 一 適 用 例
で は 、 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 を 回 転 部 材 が 支 持 す る よ う に し て 、 医 療 用 カ テ ー
テ ル を 、 回 転 部 材 が 医 療 用 カ テ ー テ ル の 先 端 部 か ら 直 線 状 に 延 在 す る ま た は 後 方 に 直 線 状
（ 後 屈 ） に 延 在 す る よ う に 回 転 し た 状 態 で 、 患 者 の 食 道 （ ま た は 他 の 体 腔 ） に 対 し て 挿 入
お よ び 引 き 戻 し が で き 、 か つ 止 血 を 改 善 す る た め に 回 転 部 材 を 有 利 な 回 転 位 置 に 回 転 さ せ
て 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 と 患 者 の 食 道 （ ま た は 他 の ） 組 織 を よ り 密 着 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 と そ の 例 な ど の 説 明 に よ り 本 発 明 を 例 示 し て き た が 、 出 願 者 は 、 こ
の よ う な 詳 細 に 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び 概 念 を 制 限 ま た は 限 定 す る こ と を 意 図 し て い
な い 。 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 し な い 様 々 な 他 の 変 更 例 、 変 形 例 、 お よ び
置 換 例 に 容 易 に 想 到 す る で あ ろ う 。 上 記 説 明 が 例 示 目 的 で あ り 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 お
よ び 概 念 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 他 の 改 良 形 態 に 当 業 者 が 想 到 す る で あ ろ う こ と を 理 解 さ
れ た い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
　 （ １ ） 医 療 器 具 に お い て 、
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　 （ ａ ） 先 端 部 を 有 す る 医 療 用 カ テ ー テ ル と 、
　 （ ｂ ） 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 に 近 接 し て そ の 医 療 用 カ テ ー テ ル に 結 合 さ れ
、 第 １ の 回 転 位 置 と 第 ２ の 回 転 位 置 と の 間 で 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル に 対 し て 回 転 可 能 な 回
転 部 材 と 、
　 （ ｃ ） 前 記 回 転 部 材 の 前 記 第 １ の 回 転 位 置 お よ び 前 記 第 ２ の 回 転 位 置 の 少 な く と も １ つ
の 回 転 位 置 に お い て 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 か ら 延 出 で き 、 か つ 前 記 先 端 部
内 に 引 き 込 む こ と が で き る よ う に 移 動 可 能 な 注 射 針 と 、
　 （ ｄ ） 前 記 回 転 部 材 よ っ て 支 持 さ れ た 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 器 具 と 、
　 を 含 む 、 医 療 器 具 。
　 （ ２ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 前 記 第 １ の 回 転 位 置 で 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 に 実 質 的
に 直 線 状 で あ り 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 の 先 端 側 に 延 在 す る 、 医 療 器 具 。
　 （ ３ ） 実 施 態 様 ２ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 先 端 部 を 備 え て お り 、 前 記 注 射 針 が 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端
部 か ら 延 出 で き 、 前 記 回 転 部 材 が 前 記 第 １ の 回 転 位 置 に あ る 場 合 は 前 記 回 転 部 材 の 前 記 先
端 部 か ら 延 出 で き る よ う に 移 動 可 能 で あ る 、 医 療 器 具 。
　 （ ４ ） 実 施 態 様 ２ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 前 記 第 ２ の 回 転 位 置 で 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 に 実 質 的
に 直 線 状 で あ り 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 の 基 端 側 に 延 在 す る 、 医 療 器 具 。
　 （ ５ ） 実 施 態 様 ４ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 先 端 部 を 備 え て お り 、 前 記 注 射 針 が 、 前 記 回 転 部 材 が 前 記 第 ２ の 回 転 位
置 に あ る 場 合 は 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 か ら 延 出 で き る よ う に 移 動 可 能 で あ る
、 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ ６ ） 実 施 態 様 ４ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 前 記 第 １ の 回 転 位 置 と 前 記 第 ２ の 回 転 位 置 と の 間 の 実 質 的 に 中 間 の 第
３ の 回 転 位 置 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
　 （ ７ ） 実 施 態 様 ４ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 が 、 互 い に 離 間 し た 第 １ の 医 療 用 治 療 電 極 お よ び
第 ２ の 医 療 用 治 療 電 極 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
　 （ ８ ） 実 施 態 様 ７ に 記 載 の 医 療 器 具 を 用 い て 患 者 の 組 織 の 出 血 を 実 質 的 に 止 め る 方 法 に
お い て 、
　 （ ａ ） 前 記 注 射 針 が 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 内 に 引 き 込 ま れ 、 前 記 回 転 部 材
が 前 記 第 １ の 回 転 位 置 お よ び 前 記 第 ２ の 回 転 位 置 の 一 方 の 回 転 位 置 に 配 置 さ れ た 状 態 で 、
前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 を 内 視 鏡 の 動 作 通 路 開 口 内 に 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｂ ） ス テ ッ プ （ ａ ） の 後 、 前 記 注 射 針 を 延 出 さ せ 、 そ の 注 射 針 を 介 し て 患 者 の 組 織 に
血 管 収 縮 薬 を 送 達 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｃ ） ス テ ッ プ （ ｂ ） の 後 、 前 記 注 射 針 を 引 き 戻 す ス テ ッ プ と 、
　 （ ｄ ） ス テ ッ プ （ ｃ ） の 後 、 前 記 回 転 部 材 を 、 前 記 第 １ の 回 転 位 置 お よ び 前 記 第 ２ の 回
転 位 置 の 一 方 と は 異 な る 回 転 位 置 に 回 転 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｅ ） ス テ ッ プ （ ｄ ） の 後 、 前 記 患 者 の 組 織 の 出 血 を 実 質 的 に 止 め る よ う に 、 前 記 第 １
の 医 療 用 治 療 電 極 お よ び 前 記 第 ２ の 医 療 用 治 療 電 極 を 用 い て 前 記 患 者 の 組 織 を 治 療 す る ス
テ ッ プ と 、 を 含 む 、 方 法 。
　 （ ９ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 先 端 部 を 備 え 、 前 記 回 転 部 材 の 前 記 先 端 部 を 正 面 か ら 見 た 場 合 に 内 半
径 を 有 す る 円 弧 形 状 を 有 し て お り 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 、 前 記 内 半 径 に 実 質 的 に 等 し
い 外 半 径 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
　 （ １ ０ ） 実 施 態 様 ９ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 実 質 的 に 透 明 で あ る 、 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 （ １ １ ） 医 療 器 具 に お い て 、
　 （ ａ ） 先 端 部 お よ び 内 腔 を 有 す る 医 療 用 カ テ ー テ ル で あ っ て 、 前 記 内 腔 が 、 前 記 医 療 用
カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 か ら 延 出 で き 、 か つ 前 記 先 端 部 内 に 引 き 込 む こ と が で き る よ う に
前 記 内 腔 内 を 移 動 可 能 な 注 射 針 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 カ テ ー テ ル と 、
　 （ ｂ ） 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 先 端 部 に 近 接 し て そ の 医 療 用 カ テ ー テ ル に 結 合 さ れ 、 第
１ の 回 転 位 置 と 第 ２ の 回 転 位 置 と の 間 で 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル に 対 し て 回 転 可 能 な 回 転 部
材 と 、
　 （ ｃ ） 前 記 回 転 部 材 よ っ て 支 持 さ れ た 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 と 、
　 を 含 む 、 医 療 器 具 。
　 （ １ ２ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 前 記 第 １ の 回 転 位 置 で 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 に 実 質 的
に 直 線 状 で あ り 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 の 先 端 側 に 延 在 す る 、 医 療 器 具 。
　 （ １ ３ ） 実 施 態 様 １ ２ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 先 端 部 を 備 え て お り 、 前 記 注 射 針 が 、 注 射 針 装 置 の 一 部 で あ り 、 前 記 医
療 器 具 が 、 前 記 内 腔 に 連 通 し た 注 射 針 ポ ー ト を 有 す る ハ ン ド ル も 備 え て お り 、 前 記 注 射 針
が 、 前 記 注 射 針 ポ ー ト 内 に 手 動 で 挿 入 可 能 で あ り 、 か つ 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端
部 か ら 延 出 で き 、 前 記 回 転 部 材 が 前 記 第 １ の 回 転 位 置 に あ る 場 合 は 前 記 回 転 部 材 の 前 記 先
端 部 か ら 延 出 で き る よ う に 前 記 内 腔 内 を 手 動 で 移 動 可 能 で あ る 、 医 療 器 具 。
　 （ １ ４ ） 実 施 態 様 １ ２ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 前 記 第 ２ の 回 転 位 置 で 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 に 実 質 的
に 直 線 状 で あ り 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 の 基 端 側 に 延 在 す る 、 医 療 器 具 。
　 （ １ ５ ） 実 施 態 様 １ ４ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 先 端 部 を 備 え て お り 、 前 記 注 射 針 が 、 注 射 針 装 置 の 一 部 で あ り 、 前 記 医
療 器 具 が 、 前 記 内 腔 に 連 通 し た 注 射 針 ポ ー ト を 有 す る ハ ン ド ル も 備 え て お り 、 前 記 注 射 針
が 、 前 記 注 射 針 ポ ー ト 内 に 手 動 で 挿 入 可 能 で あ り 、 か つ 前 記 回 転 部 材 が 前 記 第 ２ の 回 転 位
置 に あ る 場 合 は 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 か ら 延 出 で き る よ う に 前 記 内 腔 内 を 手
動 で 移 動 可 能 で あ る 、 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ １ ６ ） 実 施 態 様 １ ４ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 前 記 第 １ の 回 転 位 置 と 前 記 第 ２ の 回 転 位 置 の 間 の 実 質 的 に 中 間 の 第 ３
の 回 転 位 置 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
　 （ １ ７ ） 実 施 態 様 １ ４ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 が 、 互 い に 離 間 し た 第 １ の 医 療 用 治 療 電 極 お よ び
第 ２ の 医 療 用 治 療 電 極 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
　 （ １ ８ ） 実 施 態 様 １ ３ に 記 載 の 医 療 器 具 を 用 い て 患 者 の 組 織 の 出 血 を 実 質 的 に 止 め る 方
法 に お い て 、
　 （ ａ ） 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 先 端 部 を 、 前 記 回 転 部 材 が 前 記 第 １ の 回 転 位 置 お よ
び 前 記 第 ２ の 回 転 位 置 の 一 方 の 回 転 位 置 に 配 置 さ れ た 状 態 で 、 内 視 鏡 の 動 作 通 路 開 口 内 に
挿 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｂ ） ス テ ッ プ （ ａ ） の 後 、 前 記 注 射 針 を 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 前 記 ハ ン ド ル の 前
記 注 射 針 ポ ー ト 内 に 手 動 で 挿 入 し 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル の 内 腔 内 を 手 動 で 移 動 さ せ 、 前
記 注 射 針 を 介 し て 患 者 の 組 織 に 血 管 収 縮 薬 を 送 達 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｃ ） ス テ ッ プ （ ｂ ） の 後 、 前 記 注 射 針 を 手 動 で 引 き 戻 す ス テ ッ プ と 、
　 （ ｄ ） ス テ ッ プ （ ｃ ） の 後 、 前 記 回 転 部 材 を 、 前 記 第 １ の 回 転 位 置 お よ び 前 記 第 ２ の 回
転 位 置 の 一 方 と は 異 な る 回 転 位 置 に 回 転 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｅ ） ス テ ッ プ （ ｄ ） の 後 、 前 記 患 者 の 組 織 の 出 血 を 実 質 的 に 止 め る た め に 、 前 記 少 な
く と も １ つ の 医 療 用 治 療 電 極 を 用 い て 前 記 患 者 の 組 織 を 治 療 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む 、 方
法 。
　 （ １ ９ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 、 先 端 部 を 備 え 、 前 記 回 転 部 材 の 前 記 先 端 部 を 正 面 か ら 見 た 場 合 に 内 半
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径 を 有 す る 円 弧 形 状 を 有 し て お り 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 、 前 記 内 半 径 に 実 質 的 に 等 し
い 外 半 径 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
　 （ ２ ０ ） 実 施 態 様 １ ９ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 回 転 部 材 が 実 質 的 に 透 明 で あ る 、 医 療 器 具 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 医 療 器 具 の 第 １ の 実 施 形 態 と 、 一 利 用 形 態 で は 本 発 明 の 医 療 器 具 に 用 い
ら れ 、 そ の 医 療 器 具 の カ テ ー テ ル の 先 端 部 分 を 可 撓 性 内 視 鏡 の 動 作 通 路 開 口 内 に 挿 入 す る
医 療 用 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ） 発 生 器 お よ び 可 撓 性 内 視 鏡 の 実 施 形 態 の 模 式 的 な 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 回 転 部 材 が 第 １ の 回 転 位 置 に 回 転 し た 状 態 の 、 図 １ の 医 療 器 具 の 注 射 針 、 回 転 部
材 、 お よ び カ テ ー テ ル の 先 端 部 分 の 集 合 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 集 合 体 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 注 射 針 が カ テ ー テ ル の 先 端 部 内 に 引 き 込 ま れ 、 回 転 部 材 が 第 ２ の 回 転 位 置 ま で 回
転 し た 状 態 の 、 図 ３ の 集 合 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 回 転 部 材 が 第 ３ の 回 転 位 置 に 回 転 し た 状 態 の 、 図 ４ の 集 合 体 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 回 転 部 材 に 支 持 さ れ た ２ つ の 医 療 用 治 療 電 極 を 示 す 、 図 ２ の 回 転 部 材 の 先 端 部 分
の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 注 射 針 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ た カ テ ー テ ル の 内 腔 を 示 す 、 注 射 針 が カ テ ー テ
ル の 先 端 部 内 に 引 き 込 ま れ た 、 図 ２ の 集 合 体 の 先 端 側 か ら の 端 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 医 療 器 具 の 第 ２ の 実 施 形 態 と 、 一 利 用 形 態 で こ の 医 療 器 具 に 用 い ら れ る
医 療 用 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ） 発 生 器 の 模 式 的 な 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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